
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成25年８月５日

【四半期会計期間】 第58期第１四半期（自　平成25年３月21日　至　平成25年６月20日）

【会社名】 エムケー精工株式会社

【英訳名】 ＭＫ ＳＥＩＫＯ ＣＯ．，ＬＴＤ．

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　丸山　将一

【本店の所在の場所】 長野県千曲市大字雨宮1825番地

【電話番号】 026（272）0601（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役経理本部長　　竹内　賢治

【最寄りの連絡場所】 長野県千曲市大字雨宮1825番地

【電話番号】 026（272）0601（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役経理本部長　　竹内　賢治

【縦覧に供する場所】 エムケー精工株式会社　東京支店

（東京都葛飾区青戸八丁目３番５号）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

EDINET提出書類

エムケー精工株式会社(E02409)

四半期報告書

 1/17



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期
第１四半期
連結累計期間

第58期
第１四半期
連結累計期間

第57期

会計期間
自平成24年３月21日
至平成24年６月20日

自平成25年３月21日
至平成25年６月20日

自平成24年３月21日
至平成25年３月20日

売上高（千円） 3,866,879 4,087,533 18,824,871

経常利益（千円） 224,038 265,588 782,158

四半期（当期）純利益（千円） 196,240 127,691 598,444

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
146,999 189,590 870,443

純資産額（千円） 7,297,510 8,094,293 8,020,954

総資産額（千円） 19,931,637 19,803,622 19,641,308

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
13.53 8.81 41.27

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 36.6 40.9 40.8

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権下における金融緩和をはじめとした経済政策により円高

の是正や株価上昇等、景況感は回復しつつあるものの実体経済への波及には至らず、欧州債務問題や新興国経済の減

速等景気下振れ懸念もあり、先行きは依然不透明な状況にあります。

　当社グループ関連業界におきましては、設備投資に回復傾向が見られましたが、市場では激しい価格競争が繰り広げ

られ、引き続き厳しい事業環境で推移いたしました。

　このような状況にあって当社グループは、顧客ニーズの変化に敏感かつ柔軟に適応し、環境問題に配慮した商品開発

を行うとともに、製品の開発から販売まで一貫した合理化やＶＡの推進、在庫削減など、より強固な財務基盤の構築に

向けて更なるコスト削減に取り組み、本質的かつ構造的に健康な企業へと体質改善を図ってまいりました。

　その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は40億８千７百万円（前年同期比5.7％増）、営業利益は２億９千４

百万円（前年同期比24.1％増）、経常利益は２億６千５百万円（前年同期比18.5％増）、四半期純利益は法人税等が

増加し１億２千７百万円（前年同期比34.9％減）となりました。

　

　セグメント別の業績は、次のとおりであります。

　（オート機器事業）

　主要製品の門型洗車機は、ＳＳ業界の大手顧客やカーディーラーにおきまして、エコカー補助金終了の反動やＳＳ地

下タンク規制に伴う改修等の影響による買い替え需要減少が懸念されたものの好調を維持し、オイル機器においても

販売が堅調に推移いたしました。また、メンテナンスを中心としたアフターサービスに注力いたしました結果、売上高

は前年同期比8.4％増の27億１千７百万円となりました。

　（情報機器事業）

　一般店舗向け小型表示機及びアミューズメント業界向けフルカラー表示機におきましては、更新需要に回復傾向が

見られるものの、海外製品との厳しい価格競争に晒され苦戦いたしました。また、官需関連の道路情報板は、第２四半

期へ一部納入ずれ込みが生じたこともありまして、売上高は前年同期比5.4％減の５億５千１百万円となりました。

　（生活機器事業）

　雇用や所得環境の改善の遅れによる消費者の低価格志向・節約志向は根強く、加えて廉価品の台頭による価格競争

の影響を受け、調理家電を含めた一般家庭向け商材は、厳しい状況が続きました。また、保冷米びつは堅調に推移した

ものの、農産物低温貯蔵庫は伸び悩み、売上高は前年同期比7.2％減の５億５千９百万円となりました。

　（住設機器事業）

　子会社の株式会社ニューストが行う事業で、木・アルミ複合サッシ及び反射板式消音装置の製造・施工が主な事業

であります。主要取引先である建設業界は引き続き厳しい状況にありますが、前年度に積み上がった受注残が当第１

四半期売上に寄与できましたことから、売上高は前年同期比58.7％増の２億１千４百万円となりました。

　（その他の事業）

　その他の事業は、長野市内で展開しております「長野リンデンプラザホテル」の運営事業及び保険代理業、不動産管

理・賃貸業であります。ホテル業は、長野市内での競合が激化し厳しい状況が続いておりますが、売上高は前年同期比

14.2％増の４千５百万円となりました。
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（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

　

（３）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発費は１億８千７百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 54,930,000

計 54,930,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成25年６月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月５日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,595,050 15,595,050

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株　

計 15,595,050 15,595,050 － －

　　

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成25年３月21日～

平成25年６月20日
－ 15,595,050 － 3,373,552 － 655,289

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月20日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

①【発行済株式】

 平成25年６月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　1,093,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 14,499,000 144,990 －

単元未満株式 普通株式 　　　 3,050 － －

発行済株式総数 15,595,050 － －

総株主の議決権 － 144,990 －

  

 

②【自己株式等】

 平成25年６月20日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

エムケー精工株式

会社

長野県千曲市大字

雨宮1825番地
1,093,000 － 1,093,000 7.01

計 － 1,093,000 － 1,093,000 7.01

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年３月21日から平成

25年６月20日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年３月21日から平成25年６月20日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東邦監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月20日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,540,003 1,443,149

受取手形及び売掛金 3,910,504 3,716,866

商品及び製品 1,397,452 1,615,966

仕掛品 1,211,843 1,358,898

原材料及び貯蔵品 1,770,055 2,003,386

その他 309,543 201,474

貸倒引当金 △20,240 △18,498

流動資産合計 10,119,163 10,321,242

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,859,857 2,831,214

機械装置及び運搬具（純額） 262,034 304,234

土地 2,981,164 2,981,164

その他（純額） 138,710 154,878

有形固定資産合計 6,241,767 6,271,491

無形固定資産

のれん 1,057,042 1,029,826

その他 528,881 530,573

無形固定資産合計 1,585,923 1,560,399

投資その他の資産 ※1
 1,693,487

※1
 1,649,764

固定資産合計 9,521,178 9,481,655

繰延資産 966 724

資産合計 19,641,308 19,803,622

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,030,272 1,094,160

短期借入金 2,960,000 3,330,000

1年内返済予定の長期借入金 1,637,843 1,563,679

未払金 2,490,303 2,706,677

未払法人税等 170,934 35,082

引当金 306,712 102,070

その他 121,539 310,956

流動負債合計 8,717,606 9,142,625

固定負債

社債 100,000 －

長期借入金 2,290,561 2,071,831

退職給付引当金 256,153 252,914

その他 256,032 241,957

固定負債合計 2,902,747 2,566,702

負債合計 11,620,353 11,709,328
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月20日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,373,552 3,373,552

資本剰余金 2,951,143 2,951,143

利益剰余金 2,419,826 2,431,502

自己株式 △510,121 △510,357

株主資本合計 8,234,400 8,245,841

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 59,150 29,980

繰延ヘッジ損益 17,390 6,548

為替換算調整勘定 △289,987 △188,076

その他の包括利益累計額合計 △213,446 △151,547

純資産合計 8,020,954 8,094,293

負債純資産合計 19,641,308 19,803,622
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年３月21日
　至　平成24年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年３月21日
　至　平成25年６月20日)

売上高 3,866,879 4,087,533

売上原価 2,511,396 2,646,700

売上総利益 1,355,482 1,440,833

販売費及び一般管理費 1,118,560 1,146,763

営業利益 236,922 294,069

営業外収益 21,740 21,611

営業外費用

支払利息 29,296 24,137

その他 5,328 25,954

営業外費用合計 34,624 50,092

経常利益 224,038 265,588

特別利益

固定資産売却益 30 59

特別利益合計 30 59

特別損失

固定資産除却損 75 1,976

特別損失合計 75 1,976

税金等調整前四半期純利益 223,993 263,671

法人税、住民税及び事業税 10,722 27,733

法人税等調整額 17,031 108,246

法人税等合計 27,753 135,979

少数株主損益調整前四半期純利益 196,240 127,691

四半期純利益 196,240 127,691
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年３月21日
　至　平成24年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年３月21日
　至　平成25年６月20日)

少数株主損益調整前四半期純利益 196,240 127,691

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △96,896 △29,169

繰延ヘッジ損益 △8,970 △10,842

為替換算調整勘定 56,626 101,910

その他の包括利益合計 △49,240 61,898

四半期包括利益 146,999 189,590

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 146,999 189,590
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成25年３月21日以後に取

得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。

  

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額
　

  
前連結会計年度

（平成25年３月20日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月20日）

投資その他の資産 133,735千円 133,707千円

　

２  保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っております。
　

前連結会計年度
（平成25年３月20日）

当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月20日）

信濃輸送㈱ 15,005千円 信濃輸送㈱ 14,006千円

　

３  受取手形割引高

　
前連結会計年度

（平成25年３月20日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月20日）

受取手形割引高 921,856千円 533,738千円

　 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
　

  
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年３月21日
至  平成24年６月20日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年３月21日
至  平成25年６月20日）

減価償却費 105,132千円 99,870千円

のれんの償却額 27,216千円 27,216千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年３月21日　至　平成24年６月20日）

配当金支払額

（決  議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月19日

定時株主総会
普通株式 72,510 5  平成24年３月20日 平成24年６月20日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年３月21日　至　平成25年６月20日）

配当金支払額

（決  議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月18日

定時株主総会
普通株式 116,016 8  平成25年３月20日 平成25年６月19日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年３月21日　至　平成24年６月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結損

益計算書計上

額

(注)２　

オート機器事

業
情報機器事業 生活機器事業 住設機器事業 その他の事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 2,506,971582,307602,581134,84440,1743,866,879 － 3,866,879

セグメント間の内部

売上高又は振替高
3,211 8,689 92,192 3,588 35,233142,915△142,915 －

計 2,510,182590,997694,774138,43375,4074,009,795△142,9153,866,879

セグメント利益又は

損失（△）
463,795△20,277 44,009△85,165 16,086418,447△181,524236,922

(注)１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△181,524千円には、セグメント間取引消去6,519千円、各

報告セグメントに配分していない全社費用△188,044千円が含まれています。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属していない四半期連結財務諸表提出会社の費用です。

　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年３月21日　至　平成25年６月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結損

益計算書計上

額

(注)２　

オート機器事

業
情報機器事業 生活機器事業 住設機器事業 その他の事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 2,717,164551,068559,361214,04945,8894,087,533 － 4,087,533

セグメント間の内部

売上高又は振替高
3,173 8,662 79,954 11 35,202127,003△127,003 －

計 2,720,338559,729639,315214,06181,0924,214,537△127,0034,087,533

セグメント利益又は

損失（△）
513,789△6,258 16,346△58,223 20,334485,987△191,917294,069

(注)１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△191,917千円には、セグメント間取引消去6,512千円、各

報告セグメントに配分していない全社費用△198,429千円が含まれています。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属していない四半期連結財務諸表提出会社の費用です。

　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年３月21日
至　平成24年６月20日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年３月21日
至　平成25年６月20日）

１株当たり四半期純利益金額 13円53銭 8円81銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 196,240 127,691

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 196,240 127,691

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,502 14,501

 （注）  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。  
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月１日

エムケー精工株式会社

取締役会　御中

東邦監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小宮　直樹　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 石井　克昌　印

 　  　 　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエムケー精工株式

会社の平成25年３月21日から平成26年３月20日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年３月21日から

平成25年６月20日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年３月21日から平成25年６月20日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エムケー精工株式会社及び連結子会社の平成25年６月20日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
　
　（注）　１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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